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並
行
し
て
い
る
の
か
？ 

し
か
し
、
一
六
・
二
が
マ
ル
キ
オ
ン
に
よ
る

と
考
え
れ
ば
驚
く
こ
と
で
は
な
い
。
な
ぜ
、
皆
は
マ
ル
コ
一
六
・
三

｜

四
に
従
わ
ず
、
マ
ル
コ
一
六
・
五
だ
け
を
と
り
あ
げ
て
い
る
の

か
？ 

ル
カ
が
マ
ル
コ
に
従
っ
て
い
る
な
ら
、
な
ぜ
ル
カ
は
、
マ
ル

コ
一
六
・
二
、五
に
は
正
確
に
従
い
な
が
ら
、
そ
う
し
た
だ
け
で
、

一
六
・
三

｜

四
を
飛
ば
し
て
い
る
の
か
？ 

マ
ル
キ
オ
ン
を
見
て
み

る
と
、（
マ
ル
キ
オ
ン
二
〇
・
一

｜

二
）
は
完
全
な
連
続
体
を
な
し

て
お
り
、
五
つ
の
福
音
書
の
箇
所
全
て
に
並
行
し
て
い
る
。
四
つ

の
福
音
書
全
部
が
独
立
し
て
い
る
と
考
え
る
の
は
ナ
ン
セ
ン
ス
だ

ろ
う
か
ら
、
も
し
マ
ル
コ
が
他
の
三
つ
の
福
音
書
の
箇
所
の
資
料

だ
と
す
る
と
、
マ
ル
コ
以
外
は
一
六
・
一
に
は
従
わ
ず
、
一
六
・
二

を
使
い
、
一
六
・
三

｜

四
は
採
ら
ず
に
、
し
か
し
再
び
一
六
・
五
に

従
う
と
い
う
ふ
う
に
し
て
、
お
互
い
に
知
る
か
、
ど
れ
か
を
資
料

と
す
る
必
要
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
み
な
マ
ル
キ
オ
ン
に

従
っ
て
い
る
と
考
え
れ
ば
、
説
明
は
容
易
で
あ
る
」（V, p. 274

）。

　
そ
の
他
に
も
、
こ
の
よ
う
に
眺
め
ま
わ
し
て
い
る
と
、
い
ろ
い

ろ
と
見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
マ
ル
キ
オ
ン
は
ル

カ
を
「
削
っ
た
（
だ
け
？
）」
と
言
わ
れ
る
が
、
ル
カ
に
あ
る
単
語
、

比
較
的
単
純
な
言
葉
す
ら
マ
ル
キ
オ
ン
と
は
異
な
っ
て
い
た
り
す

る
（V, pp. 256 ff.

）。
ま
た
、
ル
カ
と
は
異
な
る
が
他
の
福
音
書
と

並
行
す
る
単
語
も
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、ル
カ
に
な
い
章
句
も
あ
り
、

そ
れ
だ
け
で
は
マ
ル
コ
が
ル
カ
を
削
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
の
反
証

に
は
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
が
他
の
福

音
書
と
並
行
し
て
い
る
箇
所
（
た
と
え
ば
、
マ
ル
コ
一
六
・
三
と
マ

ル
キ
オ
ン
二
〇
・
一
の
並
行
な
ど
）
は
ど
う
考
え
る
べ
き
な
の
か
？

　
さ
ら
に
は
、「
マ
ル
キ
オ
ン
福
音
書
」
の
、
正
典
四
福
音
書
の
み

な
ら
ず
、「
ペ
テ
ロ
の
福
音
書
」
な
ど
と
の
並
行
や
、い
わ
ゆ
る
「
西

方
型
本
文
」
と
の
類
似
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（V, p. 273

）。

　
先
に
言
及
し
たLieu

は
、
い
わ
ゆ
る
「
共
観
福
音
書
問
題
」
に

つ
い
て
、こ
の
「
マ
ル
キ
オ
ン
福
音
書
先
行
説
」
と
も
絡
め
て
、「
い

ず
れ
に
せ
よ
み
な
仮
説
で
あ
る
」（Lieu, op. cit., p. 746

）
と
言
っ

て
い
る
が
、そ
れ
は
そ
う
だ
と
し
て
、む
し
ろ
そ
う
で
あ
る
が
故
に
、

B
eD

uhn

が
書
い
て
い
る
よ
う
に
、「
こ
れ
は
、
多
く
の
場
合
先
立

つ
神
学
的
判
断
か
ら
現
代
の
学
問
的
研
究
に
ま
で
直
接
持
ち
込
ま

れ
固
守
さ
れ
て
き
た
前
提
か
ら
は
解
放
さ
れ
た
、
キ
リ
ス
ト
教
史

と
聖
書
の
歴
史
の
真
剣
な
探
究
の
、
終
わ
り
で
は
な
く
、
始
ま
り

な
の
だ
」（B

, x
）
と
い
う
こ
と
に
は
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
本
書
は
、
二
〇
二
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
同
性
愛
と
新
約
聖
書

―
古
代
地
中
海
世
界
の
性
文
化
と
性
の
権
力
構
造
』（
風
塵
社
）

で
、
キ
リ
ス
ト
教
が
生
み
出
し
た
同
性
愛
へ
の
偏
見
を
聖
書
学
か

ら
正
面
切
っ
て
批
判
し
た
小
林
昭
博
氏
の
近
著
で
あ
る
。
前
著

は
大
部
の
学
術
書
で
あ
り
な
が
ら
多
く
の
読
者
を
得
て
い
る
と
聞

く
が
、
多
彩
な
内
容
の
研
究
業
績
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
収
め
た
こ
の

『
ク
ィ
ア
な
新
約
聖
書
』
は
よ
り
手
に
取
り
や
す
く
、
こ
と
に
フ
ェ

ミ
ニ
ス
ト
神
学
と
ク
ィ
ア
理
論
に
関
心
を
持
つ
読
者
に
と
っ
て
の

待
望
の
一
書
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
聖
書
は
、
今
日
わ
た
し
た
ち
が
抗
わ
ね
ば
な
ら
な
い
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
関
わ
る
差
別
・
抑
圧
、
す
な
わ
ち

「
家
父
長
制
」(patriarchy)

、「
女
性
嫌
悪
」(m

isogyny)
、「
同
性

愛
嫌
悪
」(hom

ophobia)

、「
異
性
愛
主
義
」(heterosexism

)
、「
強

制
的
異
性
愛
」(com

pulsory heterosexuality)

、「
異
性
愛
規
範
」

(heteronorm
ativity)

、「
シ
ス
規
範
」(cisnorm

ativity)

と
い
っ
た

差
別
・
抑
圧
の
論
理
を
支
え
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
前
著
は
、

新
約
聖
書
と
旧
約
聖
書
に
は
「
同
性
愛
」
に
関
す
る
記
述
は
存
在

せ
ず
、「
同
性
間
性
交
」
に
言
及
す
る
聖
書
の
諸
テ
ク
ス
ト
が
「
同

性
愛
は
罪
で
あ
る
」
と
い
う
言
説
の
典
拠
に
な
り
え
な
い
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
著
者
が
予
見
し
て
い
る
通
り
、

「
同
性
愛
は
罪
だ
と
聖
書
に
書
い
て
あ
る
」
と
言
い
放
っ
て
同
性
愛

者
を
断
罪
す
る
者
た
ち
は
簡
単
に
は
い
な
く
な
ら
ず
、
差
別
も
根

強
く
残
っ
て
い
る
。
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
聖
書
学
を
伸
延
し
、
キ
リ
ス

ト
教
の
再
構
築
を
目
指
す
本
書
の
「
ク
ィ
ア
な
読
解
」
の
試
み
は
、

研
究
者
に
限
ら
ず
、
教
会
を
は
じ
め
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
ミ
ニ

ス
ト
リ
ー
の
現
場
に
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
聖
書
解
釈
か
ら
学
ん
だ
成
果

を
持
ち
込
ん
で
、
社
会
に
コ
ミ
ッ
ト
し
、
変
革
に
つ
な
げ
よ
う
と

す
る
者
た
ち
を
鼓
舞
す
る
新
た
な
力
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

書

　
　
　
　評

小
林
昭
博
著

『
ク
ィ
ア
な
新
約
聖
書

―
ク
ィ
ア
理
論
と
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ

リ
テ
ィ
理
論
に
よ
る
新
約
聖
書
の

読
解
』（
風
塵
社
、
二
〇
二
三
年
）吉

谷
か
お
る
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本
書
は
論
文
集
で
、書
き
下
ろ
し
の
序
章「
イ
エ
ス
と
Ｂ
Ｌ（
ボ
ー

イ
ズ
ラ
ブ
）

―
イ
エ
ス
と
男
性
弟
子
の
恋
愛
」
を
冒
頭
に
お
い

た
二
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
部
「
ホ
モ
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム

と
師
弟
愛

―
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
に
お
け
る
男
の
絆
」
は
「
ク
ィ
ア

理
論
」
と
「
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
リ
テ
ィ
理
論
」
に
よ
り
ヨ
ハ
ネ
福
音

書
の
読
解
を
行
う
三
章
か
ら
成
っ
て
い
る
。
続
く
六
章
か
ら
成
る

第
二
部
「
ク
ィ
ア
な
新
約
聖
書
」
は
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
」「
セ

ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
研
究
」「
ク
ィ
ア
理
論
」
を
用
い
た
新
約
聖
書
の

読
解
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
序
章
で
は
、
Ｂ
Ｌ
と
い
う
人
気
ジ
ャ

ン
ル
に
な
ぞ
ら
え
て
、
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
の
イ
エ
ス
と
男
性
弟
子
が

恋
愛
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
想
定
を
示
し
、
現
代
的
な
同
性
愛
の

フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
た
「
ク
ィ
ア
な
読
解
」
に
テ
ク
ス
ト
が
開
か

れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、「
同
性
愛
嫌
悪
」、「
異
性
愛
主

義
」、「
強
制
的
異
性
愛
」、「
異
性
愛
規
範
」
と
い
う
名
の
先
入
観

か
ら
解
き
放
た
れ
た
自
由
な
読
み
へ
の
備
え
と
し
て
い
る
。
こ
の

あ
と
の
第
一
部
、
第
二
部
で
は
、
こ
の
「
ク
ィ
ア
な
読
解
」
が
、

現
代
的
な
異
性
愛
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
た
「
異
性
愛
規
範
的
な

読
解
」
に
よ
っ
て
「
正
し
い
読
み
」
と
さ
れ
て
き
た
解
釈
に
、
揺

さ
ぶ
り
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
第
一
部
の
鍵
と
な
る
男
同
士
の
絆
、「
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
リ
テ
ィ
」

は
家
父
長
制
社
会
の
特
質
で
あ
り
、
ミ
ソ
ジ
ニ
ー
と
ホ
モ
フ
ォ
ビ

ア
を
併
せ
持
つ
が
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
世
界
の
「
少
年
愛
」
は
そ
の

わ
ず
か
な
例
外
と
し
て
、
ホ
モ
フ
ォ
ビ
ア
と
は
関
わ
ら
ず
に
ホ
モ

ソ
ー
シ
ャ
リ
テ
ィ
と
ホ
モ
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
共
存
さ
せ
て
い
た
。

以
下
の
三
章
で
は
、
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
の
な
か
の
イ
エ
ス
と
男
性
弟

子
と
の
間
の
関
係
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
問
題
が
設

定
さ
れ
る
。

　
第
一
章
「
わ
た
し
を
愛
し
て
い
る
か

―
ク
ィ
ア
理
論
と
ホ
モ

ソ
ー
シ
ャ
リ
テ
ィ
理
論
に
よ
る
ヨ
ハ
ネ
二
一
・
一
五
―
一
七
の
読

解
」
は
、
イ
エ
ス
と
ペ
ト
ロ
の
間
の
愛
を
扱
う
も
の
で
あ
る
。
復

活
し
た
イ
エ
ス
が
ペ
ト
ロ
に
「
わ
た
し
を
愛
し
て
い
る
か
」
と
三

度
繰
り
返
し
て
尋
ね
、
ペ
ト
ロ
は
そ
の
問
い
に
「
わ
た
し
が
あ
な

た
を
愛
し
て
い
る
こ
と
は
あ
な
た
が
知
っ
て
お
ら
れ
ま
す
」
と
三

度
繰
り
返
し
て
答
え
る
。
こ
れ
は
、
イ
エ
ス
を
三
度
否
認
し
た
罪

が
赦
さ
れ
、
復
権
し
た
ペ
ト
ロ
が
初
期
キ
リ
ス
ト
教
の
代
表
者
に

任
じ
ら
れ
る
こ
と
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
解
さ
れ
て
き
た
が
、
ク
ィ

ア
な
読
解
に
よ
れ
ば
、「
信
仰
」
で
は
な
く
「
愛
」
を
問
わ
れ
る
こ

の
描
写
は
、「
恋
愛
関
係
」
で
あ
る
よ
う
に
映
る
。
な
ぜ
、
ペ
ト
ロ

が
教
会
の
代
表
者
と
な
る
要
件
が
「
信
じ
る
」
こ
と
で
は
な
く
「
愛

す
る
」
こ
と
だ
っ
た
の
か
。

　
第
二
章
「
イ
エ
ス
の
胸
に
横
た
わ
る
弟
子

―
ク
ィ
ア
理
論
と

ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
リ
テ
ィ
理
論
に
よ
る
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
一
三
章
二
一

―
三
〇
の
読
解
」
は
、
イ
エ
ス
と
イ
エ
ス
の
愛
し
た
弟
子
と
の
間

の
愛
を
扱
う
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
最
後
の
晩
餐
の
場
面
、
ユ

ダ
に
よ
る
引
き
渡
し
が
予
告
さ
れ
混
乱
が
生
ず
る
中
に
、「
イ
エ
ス

が
愛
し
た
弟
子
」
が
突
如
、
イ
エ
ス
の
胸
に
横
た
わ
っ
た
状
態
で

現
れ
る
。
し
か
も
そ
の
姿
は
、
二
度
繰
り
返
し
描
写
さ
れ
る
こ
と

で
い
っ
そ
う
強
調
さ
れ
る
。
な
ぜ
、
こ
の
緊
迫
し
た
場
面
に
イ
エ

ス
と
イ
エ
ス
が
愛
し
た
弟
子
と
の
身
体
的
・
物
質
的
親
密
さ
が
強

調
さ
れ
、
こ
の
弟
子
が
イ
エ
ス
の
胸
に
横
た
わ
っ
た
ま
ま
の
状
態

で
描
か
れ
て
い
る
の
か
。

　
第
三
章
「『
見
よ
、
彼
は
彼
を
ど
れ
ほ
ど
愛
し
て
い
た
こ
と
か
』

―
ク
ィ
ア
理
論
と
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
リ
テ
ィ
理
論
に
よ
る
ヨ
ハ
ネ

一
一
・
一
―
四
四
の
読
解
」
は
、
イ
エ
ス
と
ラ
ザ
ロ
の
間
の
愛
を

扱
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ラ
ザ
ロ
の
復
活
の
物
語
で
は
、
死
者
蘇

生
の
奇
跡
物
語
や
姉
マ
ル
タ
の
信
仰
告
白
に
関
心
が
向
け
ら
れ
て

き
た
が
、
ク
ィ
ア
理
論
を
用
い
た
聖
書
解
釈
で
は
、
イ
エ
ス
が
ラ

ザ
ロ
を
「
愛
し
て
い
る
」
こ
と
が
三
度
に
わ
た
っ
て
強
調
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
注
意
が
向
け
ら
れ
、
イ
エ
ス
と
ラ
ザ
ロ
の
間
に
ホ
モ

エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

な
ぜ
、
ラ
ザ
ロ
の
復
活
物
語
を
描
く
う
え
で
、
イ
エ
ス
が
弟
子
で

あ
る
ラ
ザ
ロ
を
愛
し
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
著
者
は
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
章
で
扱
わ
れ
る
イ
エ
ス
と
男
性
弟

子
と
の
間
の
関
係
に
つ
い
て
、
従
来
の
「
歴
史
批
評
的
研
究
」
と

「
ク
ィ
ア
理
論
」
に
よ
る
読
解
の
間
に
は
矛
盾
が
生
ず
る
と
し
て
、

「
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
リ
テ
ィ
理
論
」
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

関
係
を
「
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
リ
テ
ィ
」
と
「
ホ
モ
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
」

を
共
存
さ
せ
る
「
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
連
続
体
」
を
構
成
す
る
「
師

弟
愛
」
と
し
て
描
き
出
す
。「
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
リ
テ
ィ
理
論
」
を
援

用
す
る
こ
と
で
、
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
者
と
も
通
底
す
る
「
師
弟
愛
」

が
導
き
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ク
ス
ト
で
愛
が
強
調
さ
れ
て
い

る
理
由
が
解
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
イ
エ
ス
と
男
性
弟
子
と
の
親

密
な
関
係
を
Ｂ
Ｌ
か
ら
類
推
さ
れ
る
男
性
間
の
恋
愛
と
し
て
の
み

捉
え
る
の
で
は
な
く
、「
ク
ィ
ア
理
論
」
と
「
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
リ
テ
ィ

理
論
」
を
併
用
す
る
こ
と
で
十
分
な
理
解
が
得
ら
れ
る
と
さ
れ
る

が
、
こ
こ
で
明
か
さ
れ
る
「
師
弟
愛
」
の
関
係
性
を
、
た
と
え
ば
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現
代
の
日
本
の
ホ
モ
フ
ォ
ビ
ッ
ク
な
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
れ
ば
、
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
る
の
だ
ろ
う
か
。
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
続
く
第
二
部
で
は
、
ま
ず
第
四
章
「
異
性
愛
主
義
と
聖
書
解
釈

―
フ
ィ
レ
モ
ン
書
一
b

―
二
節
に
お
け
る
フ
ィ
レ
モ
ン
、
ア

プ
フ
ィ
ア
、
ア
ル
キ
ッ
ポ
ス
の
関
係
性
」
で
、
フ
ィ
レ
モ
ン
書
の

三
人
の
共
同
受
信
人
の
関
係
性
に
つ
い
て
の
従
来
の
解
釈
が
、
解

釈
者
の
無
自
覚
な
「
異
性
愛
主
義
」
を
前
提
に
し
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
る
。
第
五
章
「
ク
ィ
ア
化
す
る
家
族

―
マ
ル
コ

三
・
二
〇
―
二
一
、三
一
―
三
五
に
お
け
る
イ
エ
ス
の
家
族
観
」
は
、

こ
の
テ
ク
ス
ト
に
描
か
れ
て
い
る
イ
エ
ス
が
、
伝
統
的
な
家
族
観

や
家
族
制
度
と
は
一
線
を
画
す
存
在
と
見
ら
れ
る
こ
と
に
着
目
し
、

イ
エ
ス
の
家
族
観
の
ク
ィ
ア
さ
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
イ
エ
ス
は
自
分
の
も
と
に
来
た
身
内
の
者
た
ち
と
会
お

う
と
せ
ず
、
群
衆
を
「
家
族
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
よ
う
な
イ
エ
ス
の

姿
と
そ
の
家
族
観
は
、
異
性
愛
規
範
を
脱
構
築
す
る
新
た
な
家
族

観
「
ク
ィ
ア
化
す
る
家
族
」（
河
口
和
也
）
や
異
性
間
の
終
身
的
な

単
婚
制
度
の
規
範
を
批
判
す
る
「〔
ヘ
テ
ロ
〕
セ
ク
シ
ズ
ム
」(

竹

村
和
子)

の
視
点
と
も
ク
ロ
ス
す
る
問
題
意
識
を
表
す
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　
第
六
章
「『
イ
エ
ス
と
ク
ィ
ア
』
か
ら
『
ク
ィ
ア
な
イ
エ
ス
』
へ

―
ク
ィ
ア
理
論
を
用
い
た
聖
書
解
釈
の
新
た
な
地
平
」
は
、
ク
ィ

ア
理
論
を
用
い
た
聖
書
解
釈
の
歴
史
、
イ
エ
ス
再
読
の
試
み
の
紹

介
、
イ
エ
ス
再
読
の
実
例
（
ヨ
ハ
ネ
一
九
・
二
五
―
二
七
）
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
第
七
章
「
マ
リ
ア
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
回
復

―
文

化
研
究
批
評
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
研
究
）
に
よ

る
解
釈
」
は
、ル
カ
の
ク
リ
ス
マ
ス
物
語
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ
ュ

ア
リ
テ
ィ
研
究
に
よ
る
読
解
を
通
し
て
再
読
し
、「
女
性
嫌
悪
・
女

性
蔑
視
・
女
性
軽
視
」
に
染
め
抜
か
れ
た
物
語
と
そ
の
読
解
か
ら

マ
リ
ア
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
回
復
す
る
試
み
で
あ
る
。
第
八
章
「
ク
ィ

ア
な
聖
家
族

―
ル
カ
降
誕
物
語
の
ク
ィ
ア
な
読
解
」
は
、
ル
カ

の
降
誕
物
語
が
描
く
「
聖
家
族
（
幼
な
子
イ
エ
ス
、
母
マ
リ
ア
、

父
ヨ
セ
フ
）」
が
「
理
想
の
家
族
」
や
「
規
範
的
な
家
族
」
か
ら
は

か
け
離
れ
た
「
ク
ィ
ア
な
家
族
」
で
あ
る
こ
と
を
明
る
み
に
出
す
。

最
終
章
の
第
九
章
「『
聖
書
協
会
共
同
訳
』
の
ク
ィ
ア
な
批
評

―

教
会
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
大
学
、
ク
ィ
ア
な
空
間
で
読
む
」
は
、

二
〇
一
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
聖
書
　
聖
書
協
会
共
同
訳
』
に
対

し
て
、
ク
ィ
ア
な
批
評
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
三
十
年
間

の
同
性
愛
者
差
別
の
問
題
も
性
的
少
数
者
の
課
題
も
考
慮
に
入
れ

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
批
判
さ
れ
、
ホ
モ
フ
ォ
ビ
ア
に
満
ち
た
聖

書
テ
ク
ス
ト
の
翻
訳
に
つ
い
て
再
検
討
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
、

そ
の
さ
い
に
は
「
聖
書
が
持
つ
差
別
性
と
向
き
合
う
と
い
う
姿
勢
」

を
持
ち
問
題
や
課
題
を
共
有
で
き
る
新
た
な
聖
書
翻
訳
と
し
て
誕

生
し
て
ほ
し
い
と
の
希
い
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
第
五
章
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
イ
エ
ス
は
単
身
者
と
思

わ
れ
、
み
ず
か
ら
の
家
族
を
拒
絶
し
て
い
る
よ
う
で
す
ら
あ
る
。

福
音
書
の
ど
こ
を
ど
う
読
ん
で
も
イ
エ
ス
が
父
―
母
―
子
を
規
範

的
な
家
族
と
し
て
推
奨
す
る
よ
う
な
場
面
は
見
出
し
が
た
い
は
ず

だ
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
に
は
、
異
性
愛
規
範
、
家
族
主
義
が

強
く
働
い
て
い
る
。
第
二
部
の
論
文
は
ど
れ
も
刺
激
的
で
あ
り
、

こ
と
に
第
五
章
「
ク
ィ
ア
化
す
る
家
族
」、
第
七
章
「
マ
リ
ア
の
ク

リ
ス
マ
ス
の
回
復
」、
第
八
章
「
ク
ィ
ア
な
聖
家
族
」
は
、
異
性
愛

規
範
や
規
範
的
家
族
観
の
押
し
付
け
、
桎
梏
に
苦
し
む
人
に
と
っ

て
の
助
け
に
な
る
だ
ろ
う
。
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
対
す
る
差

別
的
言
動
か
ら
端
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
社
会
の
分
断
や
対
立

が
進
む
昨
今
、
聖
書
の
な
か
に
あ
る
「
差
別
・
抑
圧
の
論
理
」
を

批
判
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
自
分
自
身
を
も
含
め
た
キ
リ
ス
ト
教

お
よ
び
現
代
世
界
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
関
係

す
る
差
別
や
抑
圧
を
問
い
直
す
こ
と
を
促
す
本
書
の
意
義
は
大
き

い
。
ク
ィ
ア
な
聖
書
解
釈
の
可
能
性
が
さ
ら
に
押
し
広
げ
ら
れ
、

議
論
が
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
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